
転倒災害防止について 

※この資料は厚生労働省で開設している「職場のあんぜん
サイト」ホームページをもとに当署で教育用資料として作
成したものです。事業場での教育にご活用ください。 

大河原労働基準監督署 
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通路や作業床上での転倒、路面凍結等の転倒が多い状況です。 
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休業1月以上が半数を超えており、程度が重い状況がうかがえます。 

大河原署管内における休業4日以上の転倒災害発生状況 
（平成25年から平成29年11月末現在） 
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１月から３月にかけて多く
発生しています。特に１月
は他を圧倒する発生件数と

なっています。 



 人口動態調査によれば、職

業生活を含めた一般生活の中
でも、転倒・転落で亡くなる
方は交通事故で亡くなる方よ
り多く、転倒の防止は今は国
民的課題となっています。 

出典：人口動態調査 

転倒・転落死は増加傾向
にあります。 

人口動態調査から見た死因の内訳について 



なぜ、転倒災害が多いのでしょうか？ 
考えられる原因の例としては、  

• 駐車場や通路、作業場所など特定の場所に限らない。 
• 転倒する場所が特定の場所に限らないため、機械に覆いを設けることなど

と違い、ピンポイントで物理的な対応が難しい。 
• 人の行動に起因するため、具体的な対応が取りづらい 
• 人の運動・身体能力の違いより統一的な対応が取りづらい  など 

対策としては、  

• 設備管理面の対策 
• 転倒しにくい作業方法の採用 
• 安全教育で転倒災害防止の意識向上を図る 
• 運動能力の維持、事業場の体制整備など 

設備的な物だけでなく、人の行動などが大きく関わっている！ 

転倒災害の原因と対策について 



１．転倒災害の発生状況について 

発生する状況は主に３つです。 

管内ではこのような状況で発生しています。 

・ 床が濡れている状況や、滑りやすい物（床に落ちた食品等）を踏んだとき 
・ 物を引っ張った時の反動でバランスを崩したとき 
・ 路面凍結箇所通行したときや資材が重ねられた不安定場所で作業をしているとき 
・ 電源コードなど引っかけたとき 
・ 周辺が暗く視界が悪い場所を通行したとき   など 



２．職場の転倒災害防止対策は、以下のような観点から進めましょう！ 

(1)設備管理面の対策［4S（整理・整頓・清掃・清潔） 
 □ 歩行場所に物を放置しない 
 □ 床面の汚れ（水、油、粉等）を取り除く 
 □ 床面の凹凸、段差等の解消 

(2)転倒しにくい作業方法［あせらない 急ぐ時ほど 
落ち着いて］ 
 □ 時間に余裕を持って行動 
 □ 滑りやすい場所では小さな歩幅で歩行 
 □ 足元が見えにくい状態で作業しない 

(3)その他の対策 
 □ 作業に適した靴の着用 
 □ 職場の危険マップの作成による危険情報の共有 
 □ 転倒危険場所にステッカー等で注意喚起 
 □ 体操による筋力維持・アップ 



(1) 4S活動 災害の原因を取り除く（4Sは「整理・整頓・清掃・清潔」の頭文字です。） 

(2) KY活動 潜んでいる危険を見つける（Kは「危険」、Yは「予知」の頭文字です。）  

 KY活動は、業務を始める前に「どんな危険が潜んでいるか」を職場で話し合い、危ない点
について合意をした上で対策を決め、設定された行動目標や指差し呼称項目を一人一人が実
践することで、安全衛生を先取りしながら業務を進める方法です。 
 忙しい時間帯などは、4S活動がおろそかになって作業通路が汚れてしまったり、作業を急
ぐあまり注意力が散漫になるなどにより、転倒災害のリスクが増加するため、過去の災害の
災害事例を基にしたKY（危険予知）活動も、積極的に進めましょう。 

3．職場の具体的な転倒災害防止対策について 



 危険の「見える化」は、職場の危険を可視化（＝見える化）し、従業員全員で共有するこ
とです。転倒のおそれのある箇所がわかっていれば、慎重に行動することができます。 
 職場の中で転倒災害が多発している箇所は、危険マップやステッカーの貼り付けなどによ
り作業員全員で情報を共有し、安全意識を高めましょう。 

(3) 危険箇所の表示等の危険の「見える化」 



  転倒の主な原因のうち、「滑り」と
「踏み外し」は、靴底の滑りにくさを上げ
ることで転倒リスクを下げることができま
す。「つまずき」は、靴底の構造によっ
て、ある程度の効果を出すことができま
す。 
 転倒に有効な安全靴に求められる性能を
整理すると、次の5点になります。 
 滑りにくいことが、かえってつまづきの
原因になる場合があるなど、作業現場に
よって有効な安全靴は異なりますので、
メーカーや販売店とよく相談しましょう。 

 靴の屈曲性が悪いと、足に負担がかかるだ
けではなく、擦り足になり易く、つまずきの
原因となります。 

 靴が重くなると、足が上がりにくくなるた
め、擦り足になり易く、つまずきの原因とな
ります。靴が重く感じられる重量には個人差
がありますが、短靴では９００ｇ/足以下の
ものをお勧めします。 

① 靴の重量 

② 靴の屈曲性 
(4) 転倒防止に有効な安全靴 



 靴の重量がつま先部に偏っていると、歩行
時につま先部が上がりにくく（トゥﾀﾞｳﾝ）、
無意識のうちに擦り足になりやすく、つまず
きを生じ易くなります。 

 つま先部の高さ（トゥスプリング）が低い
と、ちょっとした段差につまずき易くなりま
す。高年齢労働者ほど擦り足で歩行する傾向
があるため、よりつまずき易くなります。 

④ つま先部の高さ  ③ 靴の重量のバランス 



 なお、安全靴の耐滑性能には寿命があり、
靴底の摩耗が進み、靴底の凹凸が完全に摩
減してしまうと、耐滑性が急激に低下しま
すので、靴底の凹凸が残っているうちに交
換することをお勧めします。 

 滑り易い床には滑りにくい靴底が有効です
が、滑りにくい床に滑りにくい靴底では、摩擦
が強くなりすぎて歩行時につまずく場合があり
ます。靴底の耐滑性は、職場の床の滑り易さの
程度に応じたものとする必要があります。 
 安全靴の規格は、日本工業規格（JIS）と公
益社団法人日本保安用品協会が定めたJSAA規
格の２つがあり、日本工業規格では、
JIST8101（安全靴）において、「耐滑性が優
れる靴」とは、動摩擦係数が0.2以上の物と規
定されています。 
 耐滑性能に優れた靴底を持つJIS規格安全靴
には「F」（friction=摩擦の頭文字）の記述が
入っており、JSAA規格プロテクティブスニー
カーには、ベロ裏に耐滑性を示すピクトが入っ
ております。 

⑤ 靴底と床の耐滑性のバランス 



 転倒は、床の状態が急に変化したような環境下で発生し易いため、出入口周辺に滑りにく
いゴムマットを敷くなど、職場の床の滑り易さをできるだけ一定にする対策が有効です。こ
の際、その床に対してやや滑りにくい程度の靴底を持つ安全靴を組み合わせると、より安全
性が高まります。 
 また、冬季に屋外作業を行う場所などでは、凍結しにくい材料の使用やヒートマットの設
置など、凍結防対策が有効です。 

(5) 設備の改善 



 加齢とともに進行する身体強度や運動機能の低下の予防は転倒災害の予防にも寄与してお
ります。ここでは、自動車製造業の事業場で実施している転倒予防体操の一例を紹介しま
す。 
 当該事業場では、転倒災害防止と身体機能改善を目的とした「いきいき安全体操」を毎日
約5分間、音楽に合わせて立位で行っています。全身ストレッチと平衡機能、敏捷性、下肢
筋力の向上を目的とした5つの動作の繰り返しで構成されています。 

(6) 進めましょう！転倒予防体操 



  冬季は、積雪や路面の凍結などにより転倒災害が多く発生する傾向があります。次の4つ
に留意して転倒災害を防ぎましょう。 
 
１ 天気予報に気を配る 
 寒波が予想される場合などには、労働者に周知し早めに対策を 
とりましょう。 
２ 時間に余裕をもって歩行、作業を行う 
 悪天候による交通機関の遅れが見込まれる場合は、時間に余裕を 
もって出勤するようにし、落ち着いて作業をするように心がけまし 
ょう。屋外では、小さな歩幅で靴の裏全体を地面に付けて歩くよう 
にしましょう。 
３ 駐車場の除雪・融雪は万全に、出入口などにも注意する 
 駐車場内や、駐車場から職場までの通路に、除雪や融雪材の散布を行いましょう。また、出
入口には転倒防止用マットを敷き、照明設備を設けて夜間の照度を確保しましょう。 
４ 職場の危険マップ、適切な履物、歩行方法などの教育を行う 
 職場内で労働者が転倒の危険を感じた場所の情報を収集し、危険マップなどにより労働者に
伝えるようにしましょう。また、作業に適した履物選びや、雪道や凍った路面上での歩き方を
教育しましょう。 
 
 ※冬靴の耐滑性にはご注意を！！ 
 水・油用の耐滑靴、氷上用の耐滑靴、粉体上の耐滑靴は、それぞれ対策が異なります。 
市販されている耐滑靴の多くは「水・油用」ですので、雪や氷の上では滑ることがあります。 
したがって、耐滑靴といえども、冬季の屋外使用では注意が必要となります。 

(7) 冬季における転倒防止対策 



 「職場のあんぜんサイト」ホームページで見ることができます。  

(8) 転倒災害を防止するための「見える化」事例  



(9) 事業場全体で取り組みましょう！  

安全衛生組織図例 

事業主 

部長、課長等の管理
者 

職長等 職長等 職長等 

安全衛生スタッフ 

現場 

※職長等に対する教育 
  建設業、製造業（一部業種を除く）、電気業、ガス業、自動車整備業、機械修理業におい
て、事業者は新たに職務に就くことになった職長その他の作業中の労働者を直接指導又は監
督する者に対し、特に必要とされる安全又は衛生のための教育を行う必要があります。（労
働安全衛生法第60条）。  

作業員 作業員 作業員 

現場の安全衛
生の確保の要

です！ 

事業場の安全
衛生の確保の
要です！ 

安全管理者 
衛生管理者 
産業医 

安全衛生推進者等 



転倒災害を防止するには、  

設備的な面だけではなく、労働者一人ひとりが労働災害に
ついて意識することが大事です。 

 設備面や作業方法の改善はもとより、事業場全体とし
て安全衛生スタッフや現場の職長等の活動、役割を再確
認するとともに労働災害防止の意識を高めるたること
で、STOP!転倒災害を目指しましょう！ 

4．まとめ 



 災害事例やヒヤリハット事例など各種情報を掲載していますので、ぜひご活用
ください。                 

災害事例、ヒヤリハット等の情報はこちらから入れます！ 

転倒災害防止対策
に関する情報はこ
こから入れます！ 

「職場のあんぜんサイト」ホームページについて 


